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申込み
問合せ

健康増進課（〒363－0024 鴨川1－4－1）
☎786-1855／ 786-0096Health Station 健 康

ステーション
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桶
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健
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総
合
福
祉
セ
ン
タ

総
合
福
祉
セ
ン
タ

健康増進課
☎786-1855
　786-0096

掲載されている情報は、新型コロナウイルスの感染拡大の影響で、変更
になる場合があります。最新の情報はホームページをご確認ください。

おけがわイベント
情報局

　小
さ
な
お
子
さ
ん
が
い
て
、
図
書
館
の

利
用
を
普
段
遠
慮
し
て
い
る
保
護
者
の
皆

さ
ん
に
気
兼
ね
な
く
ゆ
っ
く
り
図
書
館
を

利
用
で
き
る
時
間
帯
で
す
。

■時　
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
の
午
前
10
時

～
正
午

■場　
中
央
図
書
館

■対　
乳
幼
児
、
保
護
者

※
こ
の
時
間
帯
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
声

な
ど
で
館
内
が
賑
や
か
に
な
り
ま
す
。
利

用
予
定
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■申　
不
要
（
直
接
来
館
）

※
開
催
に
つ
い
て
は
、

図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■問　
中
央
図
書
館
☎
786
―
６
３
５
３

■内　
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
図
書
館
に
来
ま

せ
ん
か
？
パ
パ
、
マ
マ
、
赤
ち
ゃ
ん
の

た
め
の
お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま
す
。

プ
レ
マ
マ
も
大
歓
迎
で
す
！

■時　
毎
月
第
４
水
曜
日
（
２
回
実
施
）

　
①
午
前
10
時
30
分
か
ら

　
②
午
前
11
時
10
分
か
ら

■場　
中
央
図
書
館
読
書
会
室
　

■対　
乳
幼
児
、
保
護
者

■申　
不
要
（
直
接
来
館
）

※
開
催
に
つ
い
て
は
、

図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■問　
中
央
図
書
館
☎
786
―
６
３
５
３

あ
か
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

あ
か
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

イ
ベ
ン
ト

　この出前講座は、市民の皆さんが主催する講座や催しなどへ、市職員を講師として派遣するシステムです。講座の内
容は、メニュー表の中から選んでください。なお、メニューにない内容の場合は相談してください。

● 桶川市の財政状況について
● あなたの声を市政に生かす、広聴
の役割

● 知っておきたい税金の話
● 市長、職員の給与について
● みんなでつくる循環型社会
● ソーラーオンザウォーター桶川に
ついて

● 悪質商法にはだまされない！
● 食育講座

● べに花って、な・あ・に？
● 聞いてみたい介護保険
● 介護予防教室
● 認知症サポーター養成講座
● 認知症ケアパス
● 生活習慣病予防について
● バランスのとれた食事のとり方
● オケちゃん健康体操
● 健康長寿サポーター養成講座
● わが子とのかかわり方について

● 子どもと一緒に楽しく遊ぼう
● 人財バンクって、な・あ・に？
● おけがわの生涯学習
● 男女共同参画社会ってな・あ・に？
● 人権を身近なものに
● 桶川の歴史と文化について
● 桶川市議会のしくみ
● あなたにもできる広報紙づくり
● 特製メニュー

対　象▶町内会や学校・会社など、市内に在住・在勤・在学の10人以上で構成されている団体
費　用▶無料。ただし、講座に必要な材料などを事前に用意してもらう場合があります。
申込み▶開催予定日の1�日前までに、生涯学習文化財課へ申し込みください。
注意事項▶
　①会場の手配や催しの周知などは、申込団体でお願いします。
　②担当課の業務などの関係で、希望に添えない場合があります。ご了承ください。
　③講座の時間は、当初決定した時間内で終わるようにお願いします。
　④その場で説明できない内容がある場合もあります。
　⑤この出前講座は、市行政が担当する業務の説明を、担当職員が行うことを主目的にしており、
　　説明に関する質疑や意見交換を含みますが、行政に対するご意見などを伺う場ではありません。

詳しくは 蜊生涯学習文化財課
☎788－4970職員出前講座をご利用ください！

＜令和２年度の出前講座メニュー＞

■内　内容　■時　日時　■場　場所　■対　対象　■定　定員　■￥　費用　■持　持ち物　■講　講師　■他　その他　■申　申込み　■＠　メールアドレス　■問　問合せ
27 2020.６
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■内　
埼
玉
県
で
は
、
桶
川
市
、
鴻
巣
市
、

北
本
市
、
上
尾
市
、
伊
奈
町
と
協
働
し

て
、
各
市
町
の
子
ど
も
た
ち
に
、
特
色

あ
る
地
元
企
業
の
仕
事
を
見
学
・
体
験

し
て
も
ら
う
オ
ー
プ
ン
デ
ー
を
開
催
し

ま
す
。
地
元
企
業
な
ど
を
各
自
が
訪
問

し
、
仕
事
を
見
学
・
体
験
し
ま
す
（
現

地
集
合
・
現
地
解
散
）
。

■時　
８
月
中
（
小
学
校
の
夏
休
み
期
間
中
）

に
５
回

■■対　
市
内
在
住
の
小
学
４
～
６
年
生
　

※
場
合
に
よ
り
保
護
者
同
伴
。

※
詳
し
く
は
、
６
月
下
旬
頃
に
小
学
校
な

ど
を
通
じ
て
配
布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■問　
埼
玉
県
県
央
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
地­

域
振
興
担
当
：
廿
樂
☎
777
―
１
１
１
０

■■内　
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
レ
ベ
ル
の
人
を
対

象
に
、
ワ
ー
ド
の
起
動
か
ら
ペ
ー
ジ
設

定
、
文
字
入
力
、
作
成
し
た
文
書
中

へ
の
図
形
の
挿
入
な
ど
、
実
用
に
供

す
る
作
品
の
作
り
方
を
学
習
し
ま
す
。

（W
ord2013

使
用
）

■時　
７
月
14
日
㈫
～
８
月
11
日
㈫
の
毎
週

火
曜
日
（
全
５
回
）
午
前
10
時
～
正
午

■場　
東
公
民
館

■対　
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の
人

■定　
18
人
【
多
数
抽
選
】

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
６
月
19
日
㈮

午
前
９
時
45
分
か
ら
、
東
公
民
館
で
公
開

抽
選
会
を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
受
講
通

知
は
、
６
月
26
日
㈮
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

■￥　
２
，
２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

■講　
桶
川
I
T
ネ
ッ
ト
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
）

■申　
往
復
は
が
き
（
一
人
１
通
）
に
、
講

座
名
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
と
返
信
先
の
宛

名
を
記
入
の
う
え
、
６
月
17
日
㈬
《
必

着
》ま
で
に
、
生
涯
学
習
文
化
財
課（
〒

363
―
８
５
０
１
住
所
記
入
不
要
）
へ
。

※
重
複
応
募
、
記
入
も
れ
は
無
効
で
す
。

※
前
方
の
席
を
希
望
す
る
人
は
、
往
復
は

が
き
に
そ
の
旨
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■問　
生
涯
学
習
文
化
財
課
☎
788
―
４
９
７­

０

････････････････････････････････････････････････････････〈 広告 〉･････････ ･･･････････････････････････････････････････････

・
張
出
た
え
迎
を
目
年
９
業
創

理
修
ン
コ
ソ
パ
の
料
無
積
見

中
が
部
南
県
玉
埼
。
す
で
屋

き
で
ら
か
だ
着
密
域
地
の
心

、
で
料
無
り
も
積
見
・
張
出
る

０
０
０
６
間
年
は
績
実
理
修

さ
。
績
実
の
心
安
上
以
台

、
て

W
indow

s７

１
年
０
２
０
２
は
限
期
ト月

14

し
ま
え
迎
を
了
終
に
日

み
す
お
は
え
換
い
買
お
。
た

用
使
の
ま
ま
の
そ
、
ず
れ
さ

ま
り
な
に
態
状
な
険
危
が

え
換
い
買
お
の
目
早
お
。
す

弊
。
す
ま
し
た
い
め
勧
お
を

売
販
の
ン
コ
ソ
パ
、
は
で
社

お
を
ン
コ
ソ
パ
、
た
ま
。
す

担
、
は
て
し
際
に
え
換
い
買

定
設
ら
か
明
説
品
商
が
者
当

日
当
。
す
ま
し
た
い
応
対
て

見
の
理
修
る
き
で
決
解
に
中

ど
な
張
出
、
は
場
相
り
も
積

と
こ
る
ま
収
で
後
前
円
万
２

理
修
の
心
安
。
す
で
い
多
が

長
最
証
保
後

90

話
電
お
。
日

な
能
可
も
算
概
お
な
単
簡
で

積
見
。
す
ま
し
え
伝
お
り
限

☎
は
せ
わ
合
い
問
お
。
料
無048

︱
673

０
０
９
４
︱

　

前
午

所
住
　

宕
愛
市
尾
上
県
玉
埼

３
︱
１
︱
40２

店
尾
上
ザ

F

門
専
理
修
張
出
玉
埼パソコンのお医者さん デジタル・パソコンクリニック

募

　
集

「
夏
休
み
、私
た
ち
の
ま
ち
の

お
仕
事
発
見
＆
体
験
デ
ー
」

参
加
者
募
集

第45回「桶川市民まつり」参加者を募集します
　

対象 ▼  

◆全体会議◆
と　き ▼７月８日㈬

午前10時～正午
（午前９時30分から受付）

ところ ▼東公民館

◆参加申込み締切日◆
６月19日㈮

詳しくは 蜊産業観光課☎788―4929

◆第44回桶川市民まつりに
寄せられた善意へのお礼◆
　桶川市民まつり期間中、各広場
にて被災地復興支援金を募集し、
総額6��504円の義援金が集まりま
した。
　この義援金は、日本赤十字社を
通じて「令和元年台風第19号埼玉
県義援金」へ寄付しました。皆さま
の温かいご支援、誠にありがとうご
ざいました。

　桶川市民まつりは、11月３日（火・祝）を中心
に行われます。参加を希望する団体または個
人は、電話または直接、産業観光課に申し込
みのうえ、全体会議に必ず出席してください。
　なお、歩行者天国自由の広場へ出店をする
場合は、別途、道路使用許可申請をする必要
がありますので、会議時にお知らせします。
※桶川市民まつりは、新型コロナウイルスの影
　響により、開催が中止となる場合があります。

市内在住・在勤の人、市内で活動を
している団体

パ
ソ
コ
ン
講
習

「
ワ
ー
ド
基
礎
講
座
」

■内　内容　■時　日時　■場　場所　■対　対象　■定　定員　■￥　費用　■持　持ち物　■講　講師　■他　その他　■申　申込み　■＠　メールアドレス　■問　問合せ
282020. ６
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今
年
は
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
が
残
念
な
が

ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
青
少
年
相
談

員
の
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
か
ら
出
題
さ

れ
る
お
題
に
答
え
て
、
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
力

を
磨
き
ま
し
ょ
う
！
ポ
イ
ン
ト
を
集
め
て
、

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
名
人
を
目
指
そ
う
！
た
く

さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

■時　
６
月
20
日
㈯
か
ら
ス
タ
ー
ト

■対　
市
内
の
小
学
１
～
６
年
生

■￥　
無
料

■申　
６
月
14
日
㈰
ま
で
に
、

　https://form
s.gle/

　1eG
aW
KxSgEm

6m
M
18A

　
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
者
に
は
、
６
月
20
日
㈯
に
、
１

問
目
の
お
題
を
送
り
ま
す
。

　
主
催
▼
桶
川
市
青
少
年
相
談
員
協
議
会

■問　
生
涯
学
習
文
化
財
課
☎
788
―
４
９
７­

０ お
家
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
力
決
定
戦
！

　私たちは、川田谷地区でファーム（農園）を運営する、
ＮＰＯ法人です。ファームでは、四季折々の野菜づくり
をこよなく愛し、楽しんでいるメンバー（会員）がいき
いきと活動しています。活動の目的は、年間を通じ、高
齢者、若年者、障がい者を問わず多くの市民の方々にお
声掛けをし、収穫体験をとおして地域コミュニティの維
持向上に寄与することです。

◆ 今年のファーム収穫体験イベントスケジュール（※変更になる場合があります。）

◆ ファームで収穫した野菜の活用
・無人販売所や自治会団地などでの頒布
・桶川ボランティア市民活動見本市に参加
・桶川市民まつりに参加
・他団体との協働イベントや自主収穫祭の開催
・農福連携活動で福祉施設、障がい者施設、幼稚園などの収穫体験活動

詳しくは 蜊NPO法人桶川ふれあい・いきいきネット事務局　北村☎090－4094－4513

この事業推進にあたり、団体・サークルなどからの収穫体験者を募集します！

６月中旬 ７月初旬
新じゃがいも、
根菜類（小松菜・べか菜ほか）

初　夏

７月（初旬～下旬） ８月（初旬～下旬）
ミニトマト、葉菜、
果菜類（ゴーヤ・ナス・ピーマンほか）

夏　季

10月（初旬～中旬） 11月中旬
さつまいも、
葉菜類（春菊・水菜ほか）

秋　季

令和２年度桶川市協働推進提案事業

ふれあい・いきいきファーム(農園)で
四季と野菜の旬を楽しもう

ふれあい
いきいき
ファーム

詳細は、HPを
ご覧ください。

■内　内容　■時　日時　■場　場所　■対　対象　■定　定員　■￥　費用　■持　持ち物　■講　講師　■他　その他　■申　申込み　■＠　メールアドレス　■問　問合せ
29 2020.６
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■時　
６
月
28
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
４
時

30
分

■場　
サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ
（
サ
ブ
）

■対　
小
学
生
の
家
族

■定　
16
組
32
人

■￥　
大
人
400
円
、
子
ど
も
300
円
（
シ
ャ
ト

ル
代
・
保
険
代
）

■持　
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト
（
持
っ
て
い
る
人
）

■申　
往
復
は
が
き
に
、「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
」・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
・
返
信
先
の
宛
名
を­

記
入
の
う
え
、
６
月
20
日
㈯
《
必
着
》­

ま
で
に
、
大
沼
忠
儀
（
〒
363
―
０
０
０­

１
加
納
２
０
４
４
―
３
）
へ
。

■問　
大
沼
☎
728
―
４
９
２
９

「
こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
」
と
は
、
文
部

科
学
省
が
推
奨
し
て
い
る
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
、
市
が
支
援

を
し
て
い
ま
す
。

■内　
自
然
治
癒
力
を
高
め
、
健
康
寿
命
を

の
ば
そ
う
。

■時　
７
月
４
日
㈯
・
11
日
㈯
の
午
前
10
時

～
11
時
30
分

■対　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

■定　
15
人
【
先
着
順
】

■￥　
200
円
（
保
険
代
）

■持　
動
き
や
す
い
服
装
、
敷
き
物
（
ヨ
ガ

マ
ッ
ト
、
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど
）
、
タ
オ

ル
（
長
さ
80
㎝
く
ら
い
の
物
）
、
飲
み

物
■講　
佐
藤
隆
さ
ん

■申　
６
月
16
日
㈫
午
前
９
時
30
分
か
ら
、

電
話
で
、
加
納
公
民
館
へ
。

■問
　加
納
公
民
館
☎
728
―
１
０
４
０

････････････････････････････････････････････････････････〈 広告 〉･････････ ･･･････････････････････････････････････････････

ス
ポ
ー
ツ

こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
主
催
事
業
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、ソ
フ
ト
ペ
タ
ン

ク
（
ボ
ッ
チ
ャ
）、お
や
こ
、か
ぞ

く
で
楽
し
〜
く
あ
そ
ぼ

パ
ソ
コ
ン
講
習
「
ワ
ー
ド
基
礎
講
座
」

公
民
館

※

月
曜
休
館

加
納
公
民
館

自
力
整
体
講
座

と　き▶6月20日㈯午後１時30分～3時
ところ▶加納公民館
対　象▶一般・親子・中高生
定　員▶10人【先着順】

費　用▶200円（マウスピース代）
申込み▶６月13日㈯までに、電話で、
　　　　加納公民館（☎728－1040）へ。

呼吸は、吸うより「はく」のが大事！
吹矢の呼吸である腹式呼吸の健康効果を実感する、吹矢体験です！

笑来楽習企画 サークル体験講座
～ やってみよう！ はじめの一歩！ ～

第4 期

スポーツウエルネス吹矢桶川　スポーツ吹矢体験!!

しょうらいがくしゅう

■内　内容　■時　日時　■場　場所　■対　対象　■定　定員　■￥　費用　■持　持ち物　■講　講師　■他　その他　■申　申込み　■＠　メールアドレス　■問　問合せ
302020. ６
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ふれあい学級 ～笑って  元気に  いきいきと～
各回

申込み▶６月２日㈫～26日㈮に、お近くの公民館に直接申し
込みください。電話、FAXでも受け付けます。

　　　　東 公 民 館☎728－7622　蕭728－7680
　　　　加納公民館☎728－1040　蕭728－2311
　　　　桶川公民館☎772－3888　蕭776－7999
　　　　川田谷公民館☎786－4030　蕭786－4031

時　間▶毎回午前９時30分～11時30分
ところ▶東公民館、加納公民館、桶川公民館、
　　　　川田谷公民館
対　象▶市内在住で、60歳以上の人
定　員▶東公民館、桶川公民館：各100人
　　　　加納公民館、川田谷公民館：各60人
費　用▶無料
持ち物▶筆記用具、上履き（加納公民館のみ）

詳しくは 蜊桶川公民館☎772－3888

回
会場・曜日 東 加納 桶川 川田谷

講師・内容（予定） 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

１
【開講式】聞いて楽しむ伝統の話芸
　　　　　～民話と講談を楽しもう～

彩の国いきがい大学ＯＢ講師　外
そとかわ
川澄

きよてる
輝さん

７月７日 ７月８日 ７月９日 ７月10日

２
　　　　　歌声ひろば
　　　　　～楽しく歌って、さわやかな１日を～

元小学校教諭　萩原由紀子さん
７月28日 ７月29日 ７月30日 ７月31日

３
　　　　　ふれあい交流会
　　　　　～手軽に健康づくり　トークと体操～

食育アドバイザー　西井栄子さん
８月25日 ８月26日 ８月27日 ８月28日

４
　　　　　交通安全教室
　　　　　～自転車や自動車の安全な乗り方～

交通安全まなび隊
９月８日 ９月９日 ９月10日 ９月11日

５
　　　　　おなか元気教室
　　　　　～健康は元気な腸から～

埼玉ヤクルト販売株式会社
９月29日 ９月30日 10月１日 10月２日

６
　　　　　芸術の秋！名画鑑賞会
　　　　　～懐かしい映画に笑って、泣いて～

桶川市公民館
10月13日 10月14日 10月15日 10月16日

７
　　　　　音楽と落語の宅配便
　　　　　～一緒に歌って、落語で笑って～

ギター演奏家・素人落語家　濱
はまの
野志

しりゅう
隆さん

10月27日 10月28日 10月29日 10月30日

８
　　　　　介護予防教室
　　　　　～介護予防支援・100歳体操～

桶川市地域包括支援センター
11月10日 11月11日 11月12日 11月13日

９ 【閉講式】お楽しみミニコンサート
公民館サークル 11月24日 11月25日 11月26日 11月27日

････････････････････････････････････････････････････････〈 広告 〉･････････ ･･･････････････････････････････････････････････

雨漏り補修や屋根葺き替え　外壁塗装　水まわりリフォーム　太陽光発電・蓄電池システム　エコキュート
埼玉県知事許可（般-28) 第70296号 見積無料　リフォームローン完備

国土交通省エコリフォーム登録事業者　  一般社団法人住宅リフォーム推進サポート協議会会員
事務所：〒363-0009　埼玉県桶川市坂田東1丁目28-4　第一倉庫：〒363-0008　埼玉県桶川市坂田548-3

048-871-9757
http://www.unityco.info/

048-871-9492

株式会社ユニティー
TEL FAX
URL 桶川市　ユニティー 検索
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☎048-593-1227（直通）☎048-593-1212（代表）ご予約・お問い合わせ先
月～金曜日10：00～16：00、土曜日10：00～12：00（第１・第３のみ） ※第２・４土曜日、日曜日・祝日は休診

１年に1度は
健康チェックをしませんか!!『人間ドックのご案内』北里大学メディカルセンター

学校法人北里研究所

２か月先（月末）までご予約をお受けしております。お気軽にお問い合わせください。
一般基本コース

１日（日帰り）66,000円料 金
※契約健康保険組合等からの補助がある場合は、
コース及び金額が変わります。
　契約内容についてはお問い合わせください。

オプション検査
胃カメラ

胸部CT

婦人科検診

3,300円

11,000円

7,700円

頭部MRI ／MRA

頚動脈エコー

マンモグラフィー

22,000円

6,050円

4,950円

※桶川市の国民健康保険に
　ご加入の方は自己負担額、
　１日コース35,500円、
　半日コース19,000円、
　脳ドック30,000円
※その他にも多数ございます。
　詳細はお問い合わせください。

各施設からのお知らせ

☎776－9106 ☎729－1611

さいたま文学館 ☎789－1515 市民ホール　　☎789－1113

内　容▶すばなし、絵本の読み語り、言葉遊びなど、
小さな子ども達が楽しめるおはなし会を開
催します。

と　き▶６月13日㈯10：30～11：00
　　　　　　　（10：00受付開始)
ところ▶さいたま文学館　講座室２
費　用▶無料
講　師▶桶川子どもの本の会

　新型コロナウイルス感染症対策として、第70回記
念埼玉県美術展覧会（通称「県展」）の開催が１年
延期となったことに伴い、毎年７月に市民ホール
ギャラリーで開催していた「桶川市在住県展作品展」
につきましても開催を延期することとなりました。
　楽しみにしていた皆さんには申し訳ございません
が、ご理解くださいますようお願いいたします。

イベント と　き 内　容

初心者向け
ゆるりヨガ

6月１日㈪
　　15日㈪
11:15～11:45

定　員▶15人
費　用▶各回500円
申込み▶随時受付中（各回２日

前までに支払い）

イスを使った
ゆったり
チェアヨガ

６月10日㈬
　　24日㈬
10:15～10:45

定　員▶10人
費　用▶各回500円
申込み▶随時受付中（各回２日

前までに支払い）

幼児の知育、
リトミック、
絵本読み

1歳教室▶
６月12日㈮　
２～３歳教室▶
６月26日㈮
各回10:00～
11:00

定　員▶各回６人
費　用▶800円
申込み▶随時受付中（各回２日

前までに支払い）

ヨーグルト
アート講座
～シロップ
アート編～

６月17日㈬
10:30～12:30
６月25日㈭
13:30～15:30

定　員▶各回６人
費　用▶各回1,500円
申込み▶随時受付中（各回２日

前までに支払い）

バルシューレ
アカデミー
桶川校

毎週月曜日
17:00～18:00

定　員▶各回20人
費　用▶4,000円（６月分）
　　　　体験500円
申込み▶随時受付中（体験会も

受付中）

イベント と　き 内　容

おけがわ手作
りマーケット

６月７日㈰
10:00～15:00

ハンドメイドのクリエーターが
大集合！あなたのお気に入りの
ものがきっと見つかるはず！

ふるさと蚤の
市

６月14日㈰
毎月第２日曜日
9:00～16：00

古民具・古着などのアンティー
ク商品の販売

歌声喫茶 ６月13日㈯
14：00開演

島村益代先生による歌唱指導の
もと、童謡・唱歌などをみんな
で歌いましょう。途中の休憩に
は、おやつとお茶が出ます。
費　用▶1,000円

６次産業プロ
グラム～じゃ
がいも掘り体
験～

６月27日㈯
10：00から

対　象▶小学生以下
定　員▶30人
費　用▶800円（じゃがいも試食、

昼食のうどん付き）
持ち物▶シャベル、タオル、軍

手
服　装▶汚れてもよい服装、長

靴
申込み▶電話で、べに花ふるさ

と館へ。

おはなしのへや 「桶川市在住　県展作品展～市民 
アート展～」に関するお知らせ

申込み・問合せ ▶☎729−1611　蕭727−0255
申込時間▶午前９時～午後６時
休館日▶６月１日㈪・８日㈪・15 日㈪・22 日㈪・29 日㈪
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まちの話題

文
化
財
を
訪
ね
て

―

見
て
あ
る
記―

････････････････････････････････････････････････････････〈 広告 〉･････････ ･･･････････････････････････････････････････････

　
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
市
民
の
皆
様
か

ら
お
預
か
り
し
た
貴
重
な
資
料
を
た
く
さ
ん

保
管
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
資
料
は
、
常

設
展
示
に
加
え
て
、
テ
ー
マ
を
定
め
た
企
画

展
示
を
開
催
し
、
広
く
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
企
画
展
示
『
描
か
れ
た
町
と
村
』
は
２
月

16
日
か
ら
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
会

期
途
中
で
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
企
画
展
示
で
は
、
浮
世
絵
や
絵
馬
、

古
絵
図
な
ど
の
資
料
を
も
と
に
、
こ
れ
ら
を

描
き
、
必
要
と
し
た
人
び
と
の
暮
ら
し
を
表

現
し
ま
し
た
。
こ
の
記
事
で
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

　
平
和
が
続
い
た
江
戸
時
代
、
人
び
と
は

「
村
」
を
基
礎
と
し
て
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

先
人
た
ち
は
、
村

の
自
治
を
営
む
中

で
、
た
く
さ
ん
の

古
文
書
を
残
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中

に
は
絵
図
が
含
ま

れ
、
村
の
来
歴
を

具
体
的
に
知
る
貴

重
な
資
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　「
舎
人
新
田
村
古
図
」
に
は
、
水
田
と
と

も
に
水
路
が
詳
し
く
描
か
れ
て
お
り
、
沼
地

の
水
を
治
め
て
水
田
と
し
て
拓
い
た
村
の
歴

史
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
も
中
期
に
な
る
と
、
人
び
と
は

社
寺
参
詣
の
旅
を
楽
し
み
、
そ
の
ま
な
ざ
し

は
村
を
超
え
て
日
本
各
地
へ
と
向
け
ら
れ
て

い
き
ま
し
た
。

　
桶
川
宿
の
伊い

せ

や

も

え

も

ん

勢
屋
茂
右
衛
門
は
、
麦
や
紅

花
を
商
う
豊
か
な
商
人
で
、
旅
を
好
ん
で
い

た
そ
う
で
す
。
茂
右
衛
門
は
、
弘こ

う
か化
３
年

（
1
8
4
6
）
に
伊
勢
皇
大
神
宮
、金
毘
羅
社
、

善
光
寺
を
め
ぐ
る
旅
に
出
か
け
、
道
中
の
出

来
事
や
名
所
旧
跡
の
有
様
を
日
記
に
記
し
て

い
ま
す
。

　
当
時
の
人
び
と
は
旅
を
と
お
し
て
国
の
姿

を
知
り
、
そ
の
好
奇
心
は
世
界
に
ま
で
広

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
幕
末
に
あ
た
る
文

ぶ
ん
き
ゅ
う久

３
年
（
1
8
6
3
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
江え

ど戸

大だ
い
せ
つ
よ
う
か
い
だ
い
ぐ
ら

節
用
海
内
蔵
』

に
は
、
世
界
に
開

か
れ
た
横
浜
の
開

港
場
や
世
界
の
図

ま
で
も
収
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
幕
末
の
開
国
か

ら
明
治
維
新
を
経
て
、
明
治
政
府
は
、
軍
事

や
税
制
と
い
っ
た
国
の
制
度
を
整
え
て
い
く

中
で
、
近
代
国
家
の
設
計
図
と
し
て
地
図
を

作
成
し
て
い
き
ま
す
。

　
明
治
11
年

（
1
8
7
8
）に
桶お

け

川が
わ
宿じ

ゅ
く
こ
ち
ょ
う
や
く
ば

戸
長
役
場
が

作
成
し
た
「
地ち

租そ

改か
い

正せ
い

地じ

引び
き

絵え

図ず

」

は
、
600
分
の
１
縮

尺
の
大
き
な
測
量

図
で
す
。こ
れ
は
、

国
家
が
国
税
の
基

礎
と
な
る
地
租
を

課
す
た
め
、
国
民
が
所
有
す
る
土
地
を
確
定

す
る
た
め
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
平
和
な
江
戸

時
代
に
旺
盛
な
知
的
好
奇
心
を
も
と
に
学
ん

だ
桶
川
の
先
人
た
ち
は
、
明
治
に
至
り
、
自

ら
の
土
地
の
測
量
を
と
お
し
て
近
代
国
家
の

建
設
に
参
加
し
て
い
た
の
で
す
。

　
一
方
、
中
山
道
桶
川
宿
以
来
の
旅
館
業
を

営
ん
で
い
た
武た

け
む
ら
と
く
ま
つ

村
徳
松
さ
ん
は
、
明
治
か
ら

昭
和
へ
と
移
り
変
わ
る
暮
ら
し
の
中
で
、
水

彩
画
を
描
い
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
絵

師
が
求
め
に
応
じ
て
描
い
た
絵
図
と
異
な

り
、
徳
松
さ

ん
の
ま
な
ざ

し
を
と
お
し

て
描
か
れ
た

桶
川
の
水
彩

画
は
、
近
代

を
生
き
た
個

人
の
心
象
風

景
を
表
現
し

た
も
の
で
し
た
。

　詳
し
く
は
蜊
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
786
―

４
０
３
０

歴
史
民
俗
資
料
館

令
和
元
年
度
第
３
回
企
画
展
示

『
描
か
れ
た
町
と
村
』
よ
り
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▲「舎人新田村古図」（寄託資料）

▲「地租改正地引絵図」（桶川宿東半部）

▲『江戸大節用海内蔵』

▲武村徳松画「浅間横丁」（個人蔵）
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